
交通事故「ゼロ」の実現を目指して交通事故「ゼロ」の実現を目指して
全方位から安全性能を追求。全方位から安全性能を追求。

スバルは、「誰でも、いつでも、安心、快適に、運転を愉しんで欲しい」という想いから、安全性を最優先させたクルマづくりに取り組んできま
した。基本コンセプトは、「ALL-AROUND SAFTY」̶̶すなわちあらゆる環境下で安全性を確保することにあります。その実現に向けて、ス
バルでは「0次安全」「アクティブセイフティ」「プリクラッシュセイフティ」「パッシブセイフティ」の4つの方向性から全方位の安全性を追求
しています。

「0次安全」とは、クルマの形状や操作性といった初期的・基本的な設計の工夫によって、安全性を高めようという考え方です。スバルでは、良好
な視界設計をはじめ、操作パネルやシートデザインなど細部にまで工夫を凝らし、ドライバーが安心・集中して運転できるクルマづくりに注力し
てきました。

「アクティブセイフティ」は、起こりうる事故を想定して事故発生を未然に防ごうという安全技術です。スバルは、「走りを極めると安全にな
る」という考えに基づき、低重心の「水平対向エンジン」や「シンメトリカルAWD」といった独自技術を駆使して、ドライバーが意図した通りに
「走る・曲がる・止まる」というクルマの基本を徹底的に磨き、誰もが安心して運転できる車両性能を追求しています。

「プリクラッシュセイフティ」とは、危険を予知・察知してドライバーの運転操作をアシストすることで、衝突の被害を軽減する技術です。スバ
ルはこの技術の可能性にいち早く着目し、開発を積み重ねてきました。その成果である「アイサイト」は、ステレオカメラから得られる情報をも
とに、前方の状況を適確に判断。エンジン・トランスミッション・ブレーキと連携を図ることで、危険回避もしくは被害の軽減、ペダル踏み違い
による誤発進の抑制、長距離ドライブの疲労軽減など、さまざまなシーンでドライバーの安全運転を支援します。

「パッシブセイフティ」は、万一の衝突事故において、衝撃から人間を守る技術です。スバルは、独自の「新環状力骨構造ボディ」や乗員に衝撃
を与えないためのエンジンレイアウトなど、乗員の保護はもちろん、歩行者との衝突も視野に入れた衝突安全性能を追求してきました。その安全
性能は国内外の衝突安全評価において高い評価を得ています。

スバルは、今後もこれら全方位の安全性能をさらに進化させることによって、自動車メーカーにとって究極の目的である「交通事故ゼロ」の実現
を目指します。
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車両の走行安定性を飛躍的に高め、車両の走行安定性を飛躍的に高め、
世界トップ水準の危機回避性能を実現。世界トップ水準の危機回避性能を実現。

スバルは、2016年に発売する次期インプレッサ以降、独自開発する全てのクルマに、2025年までのクルマの進化を見据えて新開発した「スバ
ルグローバルプラットフォーム」を採用していきます。クルマの基本構造であるプラットフォームを全面刷新する大きな目的の1つは、スバル車の
大きな特長である世界最高水準の安全性能をさらに進化させていくことにあります。

例えば、スバル車は、「水平対向エンジン」による低重心パッケージや「フルタイムAWD」などの独自技術を活かして、どのような環境・天候に
おいても安定した走行性能を実現していますが、こうした「アクティブセイフティ」性能をさらに高めるには、車体の剛性アップや足回りの強化
などが大きな効果を発揮します。そこで新プラットフォームでは、「車体・シャーシー剛性の大幅向上」や「一層の低重心化」、サスペンション
の設計見直しなどによる「足回りの進化」を図りました。その結果、当社試験による危険回避性能（緊急時にとっさのステアリング操作で安全に
危険回避できる速度）は、現行車の84.5kmに対し、新プラットフォームを採用した次世代車は92.5kmと欧州プレミアムスポーツ車に匹敵する
レベルに達しています。
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衝撃吸収エネルギーを40%向上させ衝撃吸収エネルギーを40%向上させ
衝突安全性能のさらなる進化をリード。衝突安全性能のさらなる進化をリード。

スバルは、「スバル360」の時代から独自に衝突安全試験をスタートするなど、常に時代の一歩先を行く衝突安全性能を追求してきました。その
結果、現行のスバル車の衝突安全性能は、日本のJNCAP、米国のIIHS、欧州のNCAPなど、主要な第三者機関による性能評価においていずれも
最高レベルの評価を受けています。

「スバルグローバルプラットフォーム」の採用は、こうした「パッシブセイフティ」のさらなる性能向上にも大きく寄与します。新プラット
フォームは、「車体・シャーシーの剛性向上」に加え、「フレーム構造の最適化」「荷重伝達経路の多重化」「高強度材の採用拡大」などによっ
て車体強度を飛躍的に高め、現行車に比べて衝突時の衝撃吸収エネルギーを約40%向上させました。また、将来、よりシビアな衝突や幅広い体型
の乗員・歩行者の安全確保にも対応できるように、一層の高強度化や非鉄材の採用拡大などによって、さらに40%程度の性能向上を見込める設計
となっています。

スバルでは、これからも新プラットフォームの採用や独自の安全技術の開発などによって、世界最高水準の衝突安全性能をさらに進化させていき
ます。
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交通事故ゼロの実現に向けて、交通事故ゼロの実現に向けて、
“ぶつからないクルマ”を追求。“ぶつからないクルマ”を追求。

交通事故を無くすことは、自動車メーカーにとって究極の目標であり、重要な社会的使命でもあります。創業以来、安全性能を最優先させてきた
スバルでは、この“事故ゼロ”実現への第一歩として、危険を予測して被害を軽減する「プリクラッシュセイフティ」の可能性にいち早く着目
し、独自の運転支援技術の開発に取り組んできました。

その成果が、プリクラッシュブレーキシステムの先駆けであり、“ぶつからないクルマ”の代名詞にもなった「アイサイト」です。「アイサイ
ト」は、人間の「目」にあたるステレオカメラと、「頭脳」にあたる3D画像処理エンジン／画像認識ソフトウェア／車両制御ソフトを搭載したマ
イクロプロセッサーを備え、進行方向にあるクルマや歩行者、自転車、路面の白線などを正確に認識します。そして危険を察知した際には、警告
表示やプリクラッシュブレーキの作動などによって衝突回避または被害軽減を図ります。

さらに2014年6月に導入したVer.3では、ステレオカメラのカラー化や視認角・視認距離の拡大、3D画像認識エンジンの性能向上などを図り、
より多くの対象を迅速・正確に認識できるようになりました。その結果、Ver.2（前方車両との速度差0～30km/h）に比べ、さらに広い車速域
（同0～50km/h、歩行者の場合は約35km/h）においてプリクラッシュブレーキが作動するようになりました。また、AT誤発進抑制制御機能が
前進だけでなく後進にも対応したほか、高速道路走行時の車線中央維持や車線逸脱抑制を実現するアクティブレーンキープ機能を搭載するなど、
安全で快適なドライブを実現する多彩な運転アシスト機能を提供します。

現在では多くの自動車メーカーがプリクラッシュブレーキなどの運転支援システムを採用していますが、多様な道路環境を再現したテストコース
などを活用して、早い段階から実用性・信頼性を徹底的に磨いてきた「アイサイト」は、国内外の予防安全性能評価においていずれも最高ランク
の評価を獲得しています。実際、交通事故総合分析センターのデータを基にした独自算出では、「アイサイトVer.2」搭載車は、人身事故が約
60%低減、クルマ同士の追突事故は約80%低減されるなど、実社会における交通事故防止に大きな効果を発揮しています。
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「アイサイト」の進化を加速し「アイサイト」の進化を加速し
人間中心の自動運転を目指す。人間中心の自動運転を目指す。

現在、国内外の自動車メーカーやIT企業による自動運転技術の開発が活発化しています。「人を中心としたクルマづくり」を原点とするスバルに
とって、自動運転技術を開発する目標は「人の代わりにクルマに運転させる」ことではなく、あくまでも「交通事故をゼロにする」ことにありま
す。そんな技術思想のもとに、これからもクルマの基本的な安全性能向上や「アイサイト」のさらなる高性能化・多機能化などを通じ、実用的な
自動運転・運転支援システムを多くのお客さまに手の届く価格帯で提供していきます。

具体的な計画としては、2017年から「アイサイト」に自動車専用道路での渋滞追従機能を実用化します。これは高速道路などが渋滞した際、
「アイサイト」で先行車の動きやカーブの状況などを把握してアクセル・ブレーキ・トランスミッション・ステアリングなどを自動制御し、同一
レーン上で速度域0km/h～65km/hの自動運転を実現するものです。さらに2020年には、「アイサイト」にレーダーによるオートパイロット機
能を追加し、車線変更を含めた自動車専用道路での自動運転を実用化する計画です。

スバルでは、こうした事故につながりやすい状況をターゲットにした運転支援機能を優先的に開発することによって、今後もスバル車の事故回避
性能を一層向上させていきます。そして「事故ゼロ」を追求するのはもちろん、乗る人に「安心と愉しさ」を提供するスバルらしい自動運転の実
現を目指します。
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2016年3月27日（日)、栃木県佐野市にあるスバル研究実験センター（以下、SKC）で、ファ
ンミーティング「SUBARU FAN MEETING 2016」が開催されました。2,500名規模のユー
ザーの皆様にお集まりいただいたイベントは初の開催となります。

富士重工業グループは、中期経営ビジョン「際立とう2020」において「スバルブランドを磨く」
という方針を掲げており、その一環として“ファンとのつながり”の強化に取り組んでいます。

今回のファンミーティングでは、開発スタッフとの交流を図っていただく「SUBARU DNA
フォーラム」や、各車種の開発責任者（PGM）が開発秘話を語る「オーナーズミーティング」、
スバルを体感できる「高速周回路同乗走行」といった、SKCならではの企画を通じて、ユーザー
の皆様にスバルとのつながりを深めていただくことを目指しました。

ユーザーの皆様をお迎えする吉永社長

オーナーズミーティングの様子
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「SUBARU DNAフォーラム」は2部構成であり、第1部「SUBARU DNAプレゼン
テーション」では、基本性能や安全にこだわってきたスバルの歴史や、現在の自動車開
発にも受け継がれているモノづくりのDNAについてのプレゼンテーションを行いまし
た。多くのユーザーの皆様が参加され、興味深く耳を傾けていました。

第2部「SUBARU DNA セミナー」では、「1.6L インテリジェント“DIT”」「走り
の愉しさ」「衝突安全性能」「Eyesight」「デザインコンセプト」の5つをテーマに
したブースが設けられ、パネルディスカッションも実施。技術者を中心とした開発
スタッフとユーザーの皆様による活発な意見交換が行われました。

各ブースでは、開発スタッフの考えや姿勢、開発・実験現場での取り組みなどに対し
て、ユーザーの皆様ならではの視点から、さまざまなご意見を数多くいただきました。

“安全”をコンセプトに、ユーザーの皆様と“安全”をコンセプトに、ユーザーの皆様と
開発スタッフをつなぐ「SUBARU DNAフォーラム」開発スタッフをつなぐ「SUBARU DNAフォーラム」

衝突試験で必要になる命を救うためのあらゆる“ストーリー”を、テスト車やダミー人形で説明。 ユーザーの皆様には衝突実験の激しさを実感し
ていただきました。

「Eyesight」でブース全体を撮影した画面をモニターで展示。
実際に「Eyesight」がどのように物体を認識しているのを直感的に理解していただきました。

ご来場いただいた皆さま、ありがとうございました。

「衝突安全性能」ブース

「Eyesight」ブース
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